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第
６
章　

満
州
事
変
と
「
一
夕
会
」

川
田　
　

稔

１　

柳
条
湖
事
件
前
後

　

満
州
事
変
は
、
一
九
三
一
年
（
昭
和
六
年
）
九
月
、
関
東
軍
に
よ
る
鉄
道
爆
破
（
柳
条
湖
事
件
）
か
ら
始
ま
っ

た
。
関
東
軍
は
、
当
時
中
国
東
北
地
方
「
満
州
」
に
駐
留
し
て
い
た
日
本
軍
で
、
日
本
が
経
営
す
る
南
満

州
鉄
道
お
よ
び
そ
の
沿
線
を
守
備
す
る
こ
と
を
主
な
任
務
と
し
て
い
た
。

　

関
東
軍
の
石
原
莞
爾
作
戦
参
謀
、
板
垣
征
四
郎
高
級
参
謀
ら
は
、
九
月
一
八
日
夜
、
奉
天
（
現
瀋
陽
）
近

郊
で
南
満
州
鉄
道
を
爆
破
。
こ
れ
を
中
国
軍
に
よ
る
攻
撃
と
し
て
直
ち
に
関
東
軍
を
出
動
さ
せ
、
翌
日
の

う
ち
に
南
満
州
の
主
要
都
市
を
占
領
し
た
。
石
原
、
板
垣
ら
に
よ
る
謀
略
だ
っ
た
。
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彼
ら
は
、
か
ね
て
か
ら
全
満
州
の
軍
事
占
領
を
計
画
し
て
お
り
、
そ
れ
を
実
行
に
移
し
た
の
で
あ
る
。 

東
京
の
陸
軍
中
央
で
は
、
永
田
鉄
山
軍
事
課
長
、
岡
村
寧
次
補
任
課
長
、
東
条
英
機
編
制
動
員
課
長
、
渡

久
雄
欧
米
課
長
な
ど
が
、
石
原
ら
と
連
携
し
、
関
東
軍
の
活
動
を
支
援
す
る
方
向
で
動
き
は
じ
め
る
。
彼

ら
は
、
陸
軍
中
央
の
中
堅
幕
僚
グ
ル
ー
プ
「
一
夕
会
」
に
属
し
て
い
た
。
一
夕
会
は
、
会
員
四
〇
名
前
後

で
、
小
畑
敏
四
郎
、
山
下
奉
文
、
鈴
木
貞
一
、
武
藤
章
、
田
中
新
一
な
ど
、
後
に
陸
軍
を
動
か
す
よ
う
に

な
る
幕
僚
た
ち
が
加
わ
っ
て
い
た
。
石
原
・
板
垣
も
一
夕
会
メ
ン
バ
ー
だ
っ
た
。

　

当
時
の
政
府
（
若
槻
礼
次
郎
民
政
党
内
閣
）
の
み
な
ら
ず
、
南
次
郎
陸
相
・
金
谷
範
三
参
謀
総
長
ら
陸
軍
首

脳
も
、
当
初
、
事
態
不
拡
大
の
方
針
だ
っ
た
。
だ
が
一
夕
会
系
中
堅
幕
僚
グ
ル
ー
プ
は
、
そ
れ
に
抗
し
て

関
東
軍
の
行
動
を
支
持
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

一
般
に
は
、
満
州
事
変
は
、
関
東
軍
に
陸
軍
中
央
や
内
閣
が
一
方
的
に
引
き
ず
ら
れ
た
と
思
わ
れ
が
ち

だ
が
、
実
は
、
関
東
軍
と
陸
軍
中
央
の
一
夕
会
系
幕
僚
の
連
繋
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
。

　

一
夕
会
は
、
一
九
二
九
年
（
昭
和
四
年
）
に
結
成
さ
れ
、
そ
の
中
心
人
物
は
永
田
鉄
山
だ
っ
た
。

　

永
田
鉄
山
は
、
陸
軍
大
学
校
卒
業
後
、
第
一
次
世
界
大
戦
を
は
さ
ん
で
断
続
的
に
合
計
約
六
年
間
、
軍

事
調
査
な
ど
の
た
め
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
り
わ
け
ド
イ
ツ
周
辺
に
駐
在
し
た
。
そ
し
て
そ
の
後
、
陸
軍
中
央
の

少
壮
・
中
堅
幕
僚
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
、
二
葉
会
、
木
曜
会
、
一
夕
会
な
ど
の
中
心
的
存
在
と
な
っ
た
。
ま
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た
、
陸
軍
省
整
備
局
初
代
動
員
課
長
に
就
任
し
、
満
州
事
変
期
に
は
、
軍
務
局
軍
事
課
長
に
就
い
て
い
た
。

軍
事
課
長
は
、
陸
軍
実
務
に
お
け
る
最
も
枢
要
な
ポ
ス
ト
だ
っ
た
。
そ
の
後
も
、
参
謀
本
部
情
報
部
長
、

陸
軍
省
軍
務
局
長
と
し
て
陸
軍
中
枢
の
要
職
に
あ
り
、
満
州
事
変
以
降
の
陸
軍
を
主
導
す
る
存
在
と
な
る
。

こ
と
に
陸
軍
省
軍
務
局
長
は
、
陸
軍
実
務
ポ
ス
ト
の
ト
ッ
プ
で
、
永
田
は
、
事
実
上
全
陸
軍
に
強
い
影
響

力
を
も
つ
こ
と
と
な
っ
た
。
だ
が
、
陸
軍
内
部
で
の
皇
道
派
と
統
制
派
の
派
閥
抗
争
の
な
か
、
一
九
三
五

年
（
昭
和
一
〇
年
）
八
月
、
軍
務
局
長
在
任
中
に
執
務
室
で
刺
殺
さ
れ
る
。
二
・
二
六
事
件
は
翌
年
、
日
中

戦
争
突
入
は
そ
の
翌
年
で
あ
る
（
永
田
鉄
山
刊
行
会
編
『
秘
録
永
田
鉄
山
』）。

　

永
田
が
関
わ
っ
た
中
堅
幕
僚
グ
ル
ー
プ
の
二
葉
会
は
、
大
正
末
頃
か
ら
続
け
ら
れ
て
い
た
非
公
式
な
集

ま
り
を
も
と
に
、
一
九
二
七
年
（
昭
和
二
年
）
頃
に
名
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
会
員
は
陸
軍
士
官
学
校

（
陸
士
）
一
六
期
の
永
田
鉄
山
、
小
畑
敏
四
郎
、
岡
村
寧
次
を
中
心
に
、
陸
士
一
五
期
か
ら
一
八
期
に
わ
た

る
。
永
田
ら
の
他
に
、
河
本
大
作
、
東
条
英
機
、
板
垣
征
四
郎
、
土
肥
原
賢
二
、
山
下
奉
文
な
ど
陸
軍
中

央
の
中
堅
幕
僚
二
〇
人
程
度
が
参
加
し
て
い
た
。

　

永
田
、
小
畑
、
岡
村
は
、
当
時
陸
軍
の
実
権
を
掌
握
し
て
い
た
長
州
閥
の
打
破
と
、
国
家
総
動
員
に
向

け
て
の
軍
制
改
革
を
実
現
し
よ
う
と
し
て
お
り
、
二
葉
会
は
そ
の
意
図
を
継
承
し
て
い
た
。

　

木
曜
会
は
、
こ
の
二
葉
会
に
な
ら
っ
て
、
陸
軍
中
央
の
少
壮
幕
僚
ら
に
よ
っ
て
、
一
九
二
七
年
（
昭
和
二
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年
）
一
一
月
頃
に
組
織
さ
れ
た
も
の
で
、
構
成
員
は
一
八
人
前
後
で
あ
っ
た
。
メ
ン
バ
ー
は
、
鈴
木
貞
一
、

石
原
莞
爾
、
根
本
博
、
土
橋
勇
逸
ら
陸
士
二
一
期
か
ら
二
四
期
が
中
心
だ
が
、
一
六
期
の
永
田
鉄
山
、
岡

村
寧
次
、
一
七
期
の
東
条
英
機
も
会
員
と
な
っ
て
い
た
。

　

こ
の
木
曜
会
は
、
一
九
二
八
年
（
昭
和
三
年
）
三
月
に
開
か
れ
た
第
五
回
の
会
合
で
、「
帝
国
自
存
の
た

め
、
満
蒙
に
完
全
な
政
治
的
権
力
を
確
立
す
る
を
要
す
」
と
の
注
目
す
べ
き
決
定
を
し
て
い
る
。
張
作
霖

爆
殺
事
件
の
約
三
ヶ
月
前
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
満
蒙
に
完
全
な
政
治
的
権
力
を
確
立
す
る
」
こ
と
、
す
な
わ
ち
満
蒙
「
領
有
」
方
針
が

申
し
合
わ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
決
定
は
同
年
一
二
月
六
日
の
第
八
回
会
合
で
木
曜
会
の
「
結
論
」
と

さ
れ
た
。
こ
こ
に
満
蒙
領
有
方
針
が
、
陸
軍
中
央
内
で
初
め
て
本
格
的
に
提
起
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

一
般
に
、
満
州
事
変
は
、
世
界
恐
慌
下
（
一
九
三
〇
年
代
初
頭
）
の
国
内
の
窮
状
を
打
開
す
る
た
め
、
石
原

莞
爾
ら
関
東
軍
に
よ
っ
て
計
画
・
実
行
さ
れ
た
も
の
と
見
方
が
多
い
。
だ
が
、
じ
つ
は
一
九
二
九
年
末
の

世
界
恐
慌
開
始
よ
り
一
年
半
前
に
、
陸
軍
中
央
の
幕
僚
の
な
か
で
、
満
州
事
変
に
繋
が
っ
て
い
く
満
蒙
領

有
方
針
が
、
す
で
に
打
ち
出
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
満
州
事
変
は
、
そ
の
企
図
の
核
心
部
分
に
お
い
て
は
、
世
界
恐
慌
と
は
ま
た
別
の
要
因

に
よ
る
も
の
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
世
界
恐
慌
は
、
満
州
事
変
を
計
画
し
た
石
原
（
木
曜
会
員
。
石
原
に
よ
る
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満
州
事
変
計
画
立
案
も
世
界
恐
慌
前
）
ら
に
と
っ
て
、
か
ね
て
か
ら
の
方
針
の
実
行
着
手
に
、
絶
好
の
機
会
を

与
え
る
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
木
曜
会
で
は
、
永
田
ら
の
主
導
で
、
旧
来
の
よ
う
な
統
帥
権
の
独
立
に
よ
っ
て
は
国
家
を
動
か

す
こ
と
は
で
き
ず
、
陸
軍
が
積
極
的
に
政
治
に
影
響
力
を
行
使
す
べ
き
だ
と
の
考
え
が
共
有
さ
れ
た
。
つ

ま
り
、
陸
軍
が
組
織
と
し
て
、
陸
相
を
通
じ
て
内
閣
に
影
響
力
を
行
使
し
、
軍
の
考
え
る
方
向
に
国
家
を

動
か
し
て
い
く
こ
と
を
志
向
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
こ
の
木
曜
会
と
二
葉
会
が
合
流
し
て
、
一
九
二
九
年
（
昭
和
四
年
）
五
月
、
一
夕
会
が
結
成
さ
れ

る
。
田
中
義
一
政
友
会
内
閣
の
末
期
、
浜
口
雄
幸
民
政
党
内
閣
成
立
の
約
一
ヶ
月
半
前
で
あ
る
。

　

構
成
員
は
四
〇
名
前
後
で
、
陸
士
一
四
期
か
ら
二
五
期
に
わ
た
り
、
木
曜
会
・
二
葉
会
会
員
に
加
え
、

武
藤
章
、
田
中
新
一
な
ど
の
少
壮
幕
僚
も
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
て
い
た
。

　

主
要
な
一
夕
会
メ
ン
バ
ー
は
、
永
田
鉄
山
、
小
畑
敏
四
郎
、
岡
村
寧
次
、
東
条
英
機
、
河
本
大
作
、
板

垣
征
四
郎
、
土
肥
原
賢
二
、
山
下
奉
文
、
鈴
木
貞
一
、
石
原
莞
爾
、
牟
田
口
廉
也
、
武
藤
章
、
田
中
新
一

な
ど
で
、
い
ず
れ
も
、
こ
の
の
ち
昭
和
陸
軍
で
名
を
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
（
す
べ
て
陸
大
卒
）。

　

こ
の
一
夕
会
に
、
さ
き
の
木
曜
会
の
満
州
領
有
方
針
な
ど
が
持
ち
込
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

　

一
夕
会
は
、
第
一
回
会
合
で
、
陸
軍
人
事
の
刷
新
、
満
州
問
題
の
武
力
解
決
、
荒
木
貞
夫
・
真
崎
甚
三
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郎
・
林
銑
十
郎
の
非
長
州
系
三
将
官
の
擁
立
を
取
り
決
め
、
ま
ず
陸
軍
中
央
の
重
要
ポ
ス
ト
掌
握
に
む
け

て
組
織
的
に
動
い
て
い
く
。
こ
れ
ら
は
、
永
田
鉄
山
、
小
畑
敏
四
郎
、
岡
村
寧
次
が
主
導
し
、
永
田
が
そ

の
中
心
的
存
在
で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
、
当
時
、
田
中
内
閣
、
浜
口
内
閣
の
陸
相
に
は
、
と
も
に
長
州
閥

の
流
れ
を
く
む
白
川
義
則
（
愛
媛
出
身
）、
宇
垣
一
成
（
岡
山
出
身
）
が
就
い
て
い
た
。
こ
と
に
宇
垣
は
、
政

党
政
治
期
憲
政
会
・
民
政
党
系
四
代
の
内
閣
の
陸
相
を
務
め
、
陸
軍
内
で
強
い
影
響
力
を
も
つ
よ
う
に
な
っ

て
い
た
。

　

同
年
（
一
九
二
九
年
）
八
月
、
岡
村
が
陸
軍
省
人
事
局
補
任
課
長
の
ポ
ス
ト
を
得
る
。
補
任
課
長
は
全
陸

軍
の
佐
官
級
以
下
の
人
事
に
た
い
し
て
大
き
な
権
限
を
も
っ
て
い
た
。
こ
の
岡
村
補
任
課
長
を
通
し
て
、

一
夕
会
の
ポ
ス
ト
掌
握
が
進
行
す
る
。
翌
年
八
月
、
永
田
が
陸
軍
省
軍
務
局
軍
事
課
長
に
就
任
。
軍
事
課

長
は
、
軍
政
部
門
の
み
な
ら
ず
全
陸
軍
に
お
け
る
最
も
重
要
な
実
務
ポ
ス
ト
で
あ
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
翌
年
の
満
州
事
変
直
前
、
一
九
三
一
年
（
昭
和
六
年
）
八
月
ま
で
に
は
、
そ
の
ほ
か
一
夕
会
員

か
ら
、
陸
軍
省
で
は
、
徴
募
課
長
に
松
村
正
員
、
馬
政
課
長
に
飯
田
貞
固
、
軍
事
課
高
級
課
員
に
村
上
敬

作
、
軍
事
課
支
那
班
長
に
鈴
木
貞
一
な
ど
。
参
謀
本
部
で
は
、
動
員
課
長
に
東
条
英
機
、
欧
米
課
長
に
渡

久
雄
、
作
戦
課
兵
站
班
長
に
武
藤
章
、
支
那
課
支
那
班
長
に
根
本
博
な
ど
が
就
い
て
い
る
。

　

陸
軍
省
・
参
謀
本
部
に
お
け
る
主
要
部
局
の
、
実
務
担
当
者
で
あ
る
課
長
も
し
く
は
班
長
を
掌
握
し
た
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の
で
あ
る
。
な
お
、
一
九
二
八
年
（
昭
和
三
年
）
一
〇
月
に
、
石
原
莞
爾
が
関
東
軍
作
戦
主
任
参
謀
と
し
て
、

翌
年
五
月
に
は
、
板
垣
征
四
郎
が
関
東
軍
高
級
参
謀
と
し
て
満
州
に
赴
任
し
て
い
た
。
ま
た
、
満
州
事
変

一
ヶ
月
前
の
八
月
、
一
夕
会
が
擁
立
し
よ
う
と
し
て
い
た
将
官
の
一
人
荒
木
貞
夫
が
、
中
央
要
職
の
教
育

総
監
部
本
部
長
に
就
任
す
る
。

　

こ
の
よ
う
に
満
州
事
変
直
前
に
は
、
陸
軍
中
央
お
よ
び
関
東
軍
の
主
要
ポ
ス
ト
を
、
一
夕
会
員
が
占
め

る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
一
九
三
一
年
（
昭
和
六
年
）
九
月
、
関
東
軍
の
石
原
、
板
垣
ら
の
謀
略
（
鉄

道
爆
破
）
に
よ
っ
て
満
州
事
変
が
起
こ
る
。
陸
軍
中
央
で
は
、
陸
軍
省
の
永
田
鉄
山
軍
事
課
長
、
岡
村
寧
次

補
任
課
長
、
参
謀
本
部
の
東
条
英
機
編
制
動
員
課
長
、
渡
久
雄
欧
米
課
長
、（
い
ず
れ
も
一
夕
会
員
）
な
ど
が
、

石
原
ら
と
連
携
し
、「
関
東
軍
の
活
動
を
有
利
に
展
開
さ
せ
る
」（『
岡
村
寧
次
日
記
』）
方
向
で
動
き
は
じ
め

る
。
こ
の
時
、
鈴
木
貞
一
軍
事
課
支
那
班
長
、
武
藤
章
作
戦
課
兵
站
班
長
ら
陸
軍
中
央
に
配
置
さ
れ
た
一

夕
会
員
も
、
同
様
の
動
き
を
し
て
い
る
（
川
田
『
昭
和
陸
軍
全
史
・
第
一
巻
』
五
九
―
八
七
頁
）。

　

一
般
に
、
満
州
事
変
は
関
東
軍
の
独
断
に
よ
る
も
の
と
見
ら
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
、
関
東
軍
の
石

原
・
板
垣
お
よ
び
彼
ら
と
連
携
す
る
一
夕
会
系
中
央
幕
僚
に
よ
っ
て
計
画
・
実
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
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２　

永
田
鉄
山
の
構
想

　

永
田
鉄
山
は
、
早
く
か
ら
次
期
世
界
大
戦
は
不
可
避
で
あ
り
、
日
本
も
そ
れ
に
何
ら
か
の
か
た
ち
で
巻

き
込
ま
れ
る
と
判
断
し
て
い
た
。
そ
し
て
こ
う
考
え
て
い
た
。

　

国
家
総
力
戦
に
な
る
と
想
定
さ
れ
る
次
期
大
戦
に
対
処
す
る
た
め
は
、
国
家
総
動
員
の
準
備
と
計
画
が

必
須
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
国
家
総
力
戦
を
支
え
る
経
済
力
の
強
化
と
と
も
に
、
資
源
の
自
給
自
足
が
不
可

欠
だ
。
だ
が
日
本
に
は
自
給
自
足
の
た
め
の
資
源
が
不
足
し
て
お
り
、
不
足
資
源
は
近
隣
の
中
国
に
求
め

ざ
る
を
え
な
い
。
ま
た
必
要
な
軍
需
資
源
は
中
国
（
と
り
わ
け
満
州
・
華
北
・
華
中
）
の
そ
れ
を
ふ
く
め
れ
ば

ほ
ぼ
自
給
し
う
る
。
そ
し
て
現
に
日
本
の
勢
力
圏
と
な
っ
て
い
る
満
蒙
を
完
全
に
掌
握
す
る
こ
と
は
、
中

国
資
源
確
保
へ
の
橋
頭
堡
と
な
る
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
、
と
。

　

ち
な
み
に
、
一
九
二
〇
年
代
陸
軍
を
統
括
し
て
い
た
宇
垣
一
成
は
、
長
期
の
総
力
戦
へ
の
対
処
と
し
て

軍
の
機
械
化
と
国
家
総
動
員
の
必
要
を
主
張
し
て
お
り
、
そ
の
点
で
は
永
田
と
同
様
で
あ
っ
た
（
宇
垣
は
、

加
藤
［
高
明
］
護
憲
三
派
・
憲
政
会
単
独
両
内
閣
、
若
槻
憲
政
会
内
閣
、
浜
口
民
政
党
内
閣
の
陸
相
）。
だ
が
、
基
本
戦

略
と
し
て
ワ
シ
ン
ト
ン
体
制
を
前
提
に
米
英
と
の
衝
突
は
あ
く
ま
で
も
避
け
る
べ
き
と
の
観
点
に
立
っ
て

い
た
。
し
た
が
っ
て
、
お
も
に
対
ソ
戦
を
念
頭
に
、
中
国
本
土
を
含
ま
な
い
か
た
ち
で
の
、
日
本
・
朝
鮮
・
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満
蒙
・
東
部
シ
ベ
リ
ア
に
よ
る
自
給
自
足
圏
の
形
成
を
考
え
て
い
た
。
そ
れ
は
、
資
源
上
か
ら
も
厳
密
な

意
味
で
の
自
給
自
足
体
制
た
り
え
ず
、
不
足
軍
需
物
資
は
米
英
な
ど
か
ら
の
輸
入
に
よ
る
方
向
を
想
定
し

て
い
た
。

　

だ
が
、
永
田
か
ら
み
れ
ば
、
そ
れ
で
は
次
期
大
戦
に
さ
い
し
て
、
国
防
上
「
独
自
の
立
場
」
す
な
わ
ち

自
律
的
な
立
場
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。
軍
需
資
源
を
米
英
か
ら
の
輸
入
す
る
こ
と

を
前
提
に
し
て
い
れ
ば
、
そ
れ
に
制
約
さ
れ
、
提
携
関
係
も
選
択
の
余
地
な
く
米
英
側
と
な
ら
ざ
る
を
え

な
い
。
そ
の
よ
う
に
提
携
関
係
に
お
い
て
あ
ら
か
じ
め
選
択
を
限
定
さ
れ
れ
ば
、「
国
防
自
主
権
」、
国
防

上
の
方
針
決
定
の
フ
リ
ー
・
ハ
ン
ド
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
い
わ
ば
国
防
的
観
点
か
ら
み
て
国

策
決
定
の
自
主
独
立
性
が
失
わ
れ
る
。
こ
の
点
が
、
宇
垣
に
永
田
が
も
っ
と
も
距
離
を
感
じ
、
反
発
し
て

い
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
こ
と
は
米
英
と
の
提
携
を
ア
プ
リ
オ
リ
に
拒
否
す
る
も
の
で
は

な
く
、
あ
く
ま
で
も
敵
対
・
提
携
関
係
の
フ
リ
ー
ハ
ン
ド
を
確
保
し
て
お
こ
う
と
の
意
図
か
ら
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
観
点
は
、
武
藤
章
ら
統
制
派
系
幕
僚
に
も
受
け
継
が
れ
る
。

　

宇
垣
の
対
米
英
協
調
の
ス
タ
ン
ス
と
異
な
り
、
永
田
の
場
合
は
、
ソ
連
の
み
な
ら
ず
米
英
な
ど
と
の
対

立
の
可
能
性
も
考
慮
に
入
れ
、
中
国
北
中
部
を
ふ
く
め
た
自
給
圏
形
成
を
構
想
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
な

お
、
宇
垣
は
、
次
期
大
戦
の
可
能
性
を
考
慮
し
て
、
そ
れ
に
備
え
て
お
く
べ
き
だ
と
の
姿
勢
で
あ
っ
た
が
、
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永
田
の
よ
う
に
次
期
大
戦
を
不
可
避
だ
と
は
必
ず
し
も
考
え
て
い
な
か
っ
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
永
田
は
、
次
期
大
戦
は
不
可
避
だ
と
み
て
お
り
、
そ
の
た
め
の
国
家
総
動
員
の
準
備
計

画
の
必
要
性
を
主
張
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
戦
争
の
現
実
的
可
能
性
が
切
迫
し
て
く
れ
ば
、
国
家
総

動
員
の
観
点
か
ら
各
種
軍
需
資
源
の
自
給
体
制
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
だ
が
永
田
の
み
る
と
こ
ろ
、

帝
国
の
版
図
内
に
お
け
る
国
防
資
源
は
極
め
て
貧
弱
で
あ
り
、「
重
要
国
防
資
源
の
自
給
を
許
さ
ぬ
悲
し
む

べ
き
境
涯
」
に
あ
り
、
し
た
が
っ
て
自
国
領
の
近
辺
に
お
い
て
必
要
な
資
源
を
確
保
し
て
お
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
、
と
の
判
断
を
も
っ
て
い
た
。

　

こ
の
不
足
資
源
の
供
給
先
と
し
て
、
永
田
に
お
い
て
は
、
満
蒙
を
ふ
く
む
中
国
大
陸
の
資
源
が
念
頭
に

お
か
れ
て
い
た
。
永
田
は
、
主
要
な
軍
需
不
足
資
源
の
う
ち
、
特
に
「
支
那
資
源
に
関
係
深
き
も
の
」
に

つ
い
て
の
検
討
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
品
目
と
し
て
、
鉄
鉱
石
、
鉄
、
鋼
、
鉛
、
錫
、
亜
鉛
、

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
、
石
炭
、
石
油
な
ど
一
七
品
目
の
重
要
な
軍
需
生
産
原
料
を
と
り
あ
げ

ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
軍
事
用
の
用
途
、
帝
国
内
で
の
生
産
の
概
況
、「
満
蒙
」

「
北
支
那
」「
中
支
那
」
の
各
地
域
で
利
用
し
う
る
概
算
量
、
そ
れ
ぞ
れ
の
資
源
の
需
給
に
か
ん
す
る
「
観

察
」
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
一
七
品
目
は
重
要
な
軍
需
資
源
を
ほ
と
ん
ど
網
羅
す
る
も
の

で
あ
っ
た
。
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す
な
わ
ち
、
永
田
に
と
っ
て
、
中
国
問
題
は
基
本
的
に
は
国
防
資
源
確
保
の
観
点
か
ら
考
え
ら
れ
、
満

蒙
お
よ
び
華
北
・
華
中
が
、
そ
の
供
給
先
と
し
て
重
視
さ
れ
て
い
た
。
と
り
わ
け
満
蒙
は
、
現
実
に
日
本

の
勢
力
圏
と
し
て
、
そ
の
特
殊
権
益
が
集
積
し
、
多
く
の
重
要
資
源
の
供
給
地
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、

華
北
・
華
中
へ
の
橋
頭
堡
と
し
て
、
枢
要
な
位
置
を
占
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
満
蒙
の
位
置

づ
け
が
、
木
曜
会
の
満
蒙
領
有
論
の
背
後
に
あ
る
観
点
だ
っ
た
。

　

で
は
、
こ
れ
ら
の
中
国
資
源
確
保
の
方
法
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
具
体
的
な
方
策
が
考
え
ら
れ
て
い
た

の
だ
ろ
う
か
。
も
し
日
中
関
係
が
安
定
し
て
お
り
、
何
ら
か
の
提
携
・
同
盟
関
係
に
あ
れ
ば
、
戦
時
下
に

お
い
て
も
必
要
な
資
源
の
供
給
を
受
け
る
こ
と
は
不
可
能
で
は
な
か
っ
た
。
だ
が
、
永
田
は
当
時
の
中
国

国
民
政
府
の
「
革
命
外
交
」
と
排
日
姿
勢
の
も
と
で
は
、
実
際
上
そ
れ
は
困
難
だ
と
判
断
し
て
い
た
。
し

た
が
っ
て
、
こ
の
点
に
つ
い
て
永
田
は
、
平
時
に
お
い
て
、
種
々
の
方
法
で
可
能
な
か
ぎ
り
確
保
で
き
る

よ
う
な
方
策
を
立
て
て
お
く
べ
き
だ
が
、
や
む
を
え
な
け
れ
ば
、
中
国
資
源
を
「
無
理
」
に
も
「
自
分
［
日

本
］
の
も
の
に
す
る
」
方
法
を
と
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、

軍
事
的
手
段
な
ど
一
定
の
強
制
力
に
よ
る
中
国
資
源
の
確
保
、
満
蒙
・
華
北
・
華
中
を
ふ
く
め
た
自
給
圏

の
形
成
が
想
定
さ
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、「
国
防
線
」
の
総
延
長
は
、「
固
有
の
領
土
な
い
し
［
現
在

の
］
政
治
上
の
勢
力
範
囲
」
よ
り
も
「
長
大
」
な
も
の
と
な
る
と
み
て
い
た
。
つ
ま
り
現
在
の
植
民
地
や
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勢
力
圏
よ
り
広
い
範
囲
、
す
な
わ
ち
朝
鮮
や
満
蒙
の
み
な
ら
ず
、
華
北
・
華
中
な
ど
を
含
め
た
も
の
が
日

本
の
防
衛
圏
と
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
、
不
可
避
的
と
考
え
ら
れ
る
次
期
大
戦
に
む
け
て
の
「
国
家
総
動
員
」
の
準
備
と
計
画
の

整
備
。
そ
の
た
め
の
工
業
生
産
力
の
増
強
と
、
そ
こ
で
不
足
す
る
資
源
の
中
国
大
陸
か
ら
の
調
達
。
こ
れ

が
、
永
田
鉄
山
の
構
想
の
骨
格
で
あ
っ
た
。

　

さ
て
、
満
州
事
変
後
の
発
言
に
な
る
が
、
事
変
に
つ
い
て
永
田
は
、「
非
道
き
わ
ま
る
排
日
侮
日
」
の
な

か
、「
暴
戻
な
る
遼
寧
軍
閥
（
張
学
良
）
の
挑
発
」
に
た
い
し
、
余
儀
な
く
「
破
邪
顕
正
の
利
刃
」
を
ふ
る
っ

た
も
の
だ
、
と
主
張
し
て
い
る
。
さ
ら
に
「
民
族
の
生
存
権

0

0

0

0

0

0

を
確
保
し
福
利
均
分
の
主
張
を
貫
徹
す
る
に
、

何
の
憚は

ば
かる
所
が
あ
ら
う
ぞ
」、
と
も
述
べ
て
い
る
。

　

永
田
の
み
る
と
こ
ろ
、
日
露
戦
争
に
と
っ
て
確
立
し
た
満
蒙
権
益
は
、
欧
米
諸
国
の
圧
迫
干
渉
を
う
け
、

こ
と
に
原
敬
内
閣
に
よ
る
新
四
国
借
款
団
加
入
以
来
、
権
益
の
削
弱
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
ワ

シ
ン
ト
ン
会
議
、
ロ
ン
ド
ン
軍
縮
会
議
な
ど
の
圧
迫
に
よ
っ
て
、
国
防
力
は
相
対
的
に
低
下
し
た
。
そ
の

こ
と
が
、
中
国
を
「
増
長
」
さ
せ
、
国
民
政
府
の
「
革
命
外
交

0

0

0

0

」
の
進
展
に
と
も
な
い
、「
排
日
侮
日
の
行

為
」
を
激
化
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
満
州
国
に
対
す
る
中
国
側
の
反
抗
は
今
後
「
い
よ
い

よ
熾
烈
と
な
る
で
あ
ろ
う
」、
と
い
う
の
で
あ
る
。
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す
な
わ
ち
、
満
蒙
権
益
は
日
本
の
「
生
存
権
」
と
か
か
わ
る
も
の
で
あ
り
、
国
民
政
府
の
「
革
命
外
交
」

に
お
け
る
排
日
侮
日
の
態
度
か
ら
し
て
、
今
後
中
国
側
の
反
抗
は
さ
ら
に
激
し
い
も
の
と
な
る
だ
ろ
う
。

だ
が
、
そ
れ
に
は
生
存
権
確
保
の
観
点
か
ら
断
固
対
処
す
る
。
そ
れ
が
永
田
の
姿
勢
で
あ
っ
た
と
い
え
よ

う
。
し
か
も
、
中
国
の
反
日
姿
勢
の
要
因
と
し
て
、
ワ
シ
ン
ト
ン
体
制
に
よ
る
対
日
圧
迫
が
あ
る
と
み
て

い
た
の
で
あ
る
。
永
田
は
、
そ
の
後
も
繰
り
返
し
同
様
な
認
識
を
示
し
て
お
り
、
こ
と
に
中
国
革
命
外
交

の
背
景
に
は
ア
メ
リ
カ
の
中
国
へ
の
利
害
関
心
、
こ
と
に
そ
の
海
軍
力
が
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
つ
ま
り
、

米
英
協
調
に
よ
る
ワ
シ
ン
ト
ン
体
制
に
は
批
判
的
な
ス
タ
ン
ス
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

永
田
の
み
る
と
こ
ろ
、
中
国
国
民
革
命
は
、
排
日
侮
日
を
引
き
起
こ
し
、
張
学
良
下
の
奉
天
軍
閥
の
反

日
姿
勢
と
と
も
に
、
自
給
資
源
確
保
に
と
っ
て
橋
頭
堡
的
な
意
味
を
も
つ
満
蒙
の
既
得
権
益
を
危
く
す
る

も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
か
ら
ま
た
、
戦
時
の
さ
い
の
軍
需
資
源
全
体
の
自
給
見
通
し
の
確
保
に
つ
い

て
も
、
通
常
の
外
交
交
渉
に
よ
る
方
法
で
は
極
め
て
困
難
な
状
況
に
追
い
込
ま
れ
つ
つ
あ
る
と
判
断
し
て

い
た
。

　

こ
こ
か
ら
は
中
国
大
陸
か
ら
の
資
源
確
保
の
具
体
的
方
策
の
方
向
性
は
、
お
の
ず
と
示
さ
れ
て
い
る
と

い
え
よ
う
。
そ
れ
が
、
永
田
に
と
っ
て
の
満
州
事
変
で
あ
り
、
そ
の
後
の
華
北
分
離
工
作
（
華
北
地
域
の
勢

力
圏
化
）
で
あ
っ
た
。
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こ
の
よ
う
な
方
向
は
、
原
や
浜
口
ら
政
党
政
治
の
中
国
政
策
と
は
も
ち
ろ
ん
、
宇
垣
の
そ
れ
と
も
異
な

る
も
の
で
あ
り
、
ワ
シ
ン
ト
ン
体
制
と
り
わ
け
中
国
の
領
土
保
全
と
門
戸
解
放
を
定
め
た
九
カ
国
条
約
と
、

厳
し
い
緊
張
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
。

　

先
に
ふ
れ
た
、
木
曜
会
の
満
蒙
領
有
方
針
は
、
こ
の
永
田
の
構
想
か
ら
強
い
影
響
を
受
け
て
い
た
。

　

満
州
事
変
の
関
東
軍
側
首
謀
者
石
原
莞
爾
も
、
満
蒙
領
有
、
中
国
本
土
資
源
確
保
に
よ
る
自
給
体
制
の

構
築
と
い
う
明
確
な
プ
ラ
ン
を
も
っ
て
い
た
が
、
こ
の
よ
う
な
永
田
構
想
の
影
響
下
に
あ
っ
た
（
川
田
『
石

原
莞
爾
の
世
界
戦
略
構
想
』）。

　

な
お
、
永
田
の
政
党
政
治
へ
の
批
判
、
そ
れ
に
協
力
的
な
宇
垣
へ
の
主
要
な
批
判
は
、
右
に
述
べ
た
よ

う
な
意
味
で
、
そ
の
国
防
上
の
米
英
協
調
路
線
に
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　

ま
た
、
国
内
政
治
体
制
の
問
題
に
つ
い
て
も
、
永
田
は
、
政
党
政
治
の
方
向
に
対
抗
し
て
、「
純
正
公
明

0

0

0

0

に
し
て
力
を
有
す
る
軍
部

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」
が
国
家
総
動
員
論
の
観
点
か
ら
政
治
に
積
極
的
に
介
入
す
る
こ
と
、
す
な
わ

ち
軍
部
主
導
の
政
治
運
営
を
主
張
し
て
い
る
。
永
田
は
い
う
。「
近
代
的
国
防
の
目
的
」
を
達
成
す
る
に

は
、
挙
国
一
致
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
に
は
政
治
経
済
社
会
に
お
け
る
幾
多
の
欠
陥
を
「
芟せ

ん

除じ
ょ

」
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
が
、
そ
の
た
め
に
は
「
非
常
の
処
置
」
を
必
要
と
し
、
そ
れ
は
従
来
の
政
治
家
の
み

に
ゆ
だ
ね
て
も
不
可
能
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
純
正
公
明
に
し
て
力
を
有
す
る
軍
部
」
が
適
当
な
方
法
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に
よ
っ
て
「
為
政
者
を
督
励
す
る
」
こ
と
が
現
下
不
可
欠
の
要
事
で
あ
る
、
と
（
川
田
編
『
永
田
鉄
山
の
軍
事

戦
略
構
想
』）。

３　

満
州
事
変
の
経
過

　

一
夕
会
は
、
こ
の
よ
う
な
永
田
の
構
想
に
強
い
影
響
を
受
け
て
い
た
。
そ
の
主
要
メ
ン
バ
ー
で
は
、
満

蒙
の
完
全
掌
握
の
た
め
、
満
蒙
領
有
が
秘
か
に
検
討
さ
れ
て
い
た
。
来
る
べ
き
国
家
総
力
戦
に
む
け
、
不

足
す
る
資
源
を
中
国
か
ら
確
保
す
る
た
め
、
そ
の
足
が
か
り
と
し
て
満
蒙
の
政
治
的
支
配
権
を
獲
得
し
よ

う
と
す
る
も
の
だ
っ
た
。
関
東
軍
の
石
原
ら
も
満
蒙
領
有
を
考
え
て
い
た
（
石
原
は
日
米
世
界
最
終
戦
争
論
と

い
う
独
特
の
考
え
を
も
っ
て
い
た
が
、
大
き
く
は
永
田
の
構
想
の
影
響
下
に
あ
っ
た
）。

　

そ
の
た
め
に
一
夕
会
は
、
陸
軍
人
事
の
刷
新
、
満
蒙
問
題
の
武
力
解
決
な
ど
を
取
り
決
め
、
そ
れ
に
よ
っ

て
国
家
総
動
員
に
向
け
て
の
軍
政
改
革
な
ど
を
実
現
し
よ
う
と
し
て
い
た
。

　

陸
軍
人
事
の
刷
新
と
は
、
当
時
宇
垣
派
が
実
権
を
掌
握
し
て
い
た
陸
軍
を
改
革
す
る
た
め
、
一
夕
会
が

事
実
上
陸
軍
中
央
の
人
事
を
掌
握
し
、
陸
軍
を
動
か
す
こ
と
を
意
味
し
た
。
そ
の
た
め
荒
木
貞
夫
・
真
崎

甚
三
郎
、
林
銑
十
郎
ら
反
宇
垣
派
将
官
を
擁
立
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
な
お
宇
垣
派
と
は
、
一
九
二
〇
年

代
政
党
政
治
期
に
長
く
陸
軍
大
臣
を
務
め
た
宇
垣
一
成
を
中
心
と
す
る
グ
ル
ー
プ
で
、
こ
の
頃
の
陸
軍
主
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流
派
を
構
成
し
て
い
た
。
南
陸
相
・
金
谷
参
謀
総
長
も
宇
垣
派
だ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
方
針
か
ら
一
夕
会
は
、
ま
ず
陸
軍
中
央
の
実
務
ポ
ス
ト
を
掌
握
す
る
工
作
に
着
手
す
る
。

そ
の
結
果
、
課
長
以
下
の
実
務
ポ
ス
ト
の
人
事
を
掌
握
す
る
陸
軍
省
補
任
課
長
に
一
夕
会
員
を
送
り
込
む

こ
と
に
成
功
。
満
州
事
変
直
前
の
一
九
三
一
年
（
昭
和
六
年
）
八
月
に
は
、
多
く
の
会
員
が
重
要
実
務
ポ
ス

ト
（
各
課
の
課
長
も
し
く
は
班
長
）
に
就
い
て
い
た
。
こ
う
し
て
、
石
原
ら
に
よ
る
満
州
で
の
武
力
行
使
を
、

陸
軍
中
央
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
態
勢
が
、
す
で
に
作
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

事
変
発
生
当
初
、
若
槻
内
閣
は
、
国
際
的
平
和
協
調
の
外
交
方
針
か
ら
、
事
態
を
拡
大
し
な
い
よ
う
陸

軍
首
脳
（
南
陸
相
・
金
谷
参
謀
総
長
）
に
要
請
し
た
。
国
際
的
平
和
協
調
と
は
、
具
体
的
内
容
に
は
、
当
時
の

東
ア
ジ
ア
の
国
際
秩
序
（
ワ
シ
ン
ト
ン
体
制
）
を
尊
重
す
る
こ
と
だ
っ
た
。

　

南
・
金
谷
ら
宇
垣
派
は
、
も
と
も
と
内
閣
の
意
向
を
尊
重
す
る
姿
勢
で
あ
り
、
そ
の
要
請
に
従
い
関
東

軍
に
事
態
不
拡
大
を
指
示
し
た
。

　

た
だ
、
宇
垣
派
陸
軍
中
央
首
脳
部
（
局
長
・
部
長
以
上
）
も
、
当
時
の
日
中
間
の
緊
張
関
係
の
な
か
で
、
満

蒙
の
既
得
権
益
を
守
る
た
め
に
は
、
あ
る
程
度
の
武
力
行
使
は
や
む
を
え
な
い
と
考
え
て
い
た
。

　

し
た
が
っ
て
、
事
変
直
後
、
朝
鮮
軍
（
朝
鮮
に
駐
留
す
る
日
本
軍
）
が
、
関
東
軍
の
要
請
に
よ
り
独
断
で
満

州
に
部
隊
を
派
遣
し
た
さ
い
に
は
、
事
後
的
に
そ
れ
を
承
認
し
た
。
関
東
軍
の
動
き
を
支
援
す
る
一
夕
会
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系
幕
僚
の
強
い
働
き
か
け
を
受
け
た
か
ら
で
あ
る
。

　

関
東
軍
が
朝
鮮
軍
に
出
兵
を
要
請
し
た
の
は
、
南
満
州
占
領
の
た
め
に
は
関
東
軍
だ
け
で
は
兵
力
が
不

足
す
る
た
め
だ
っ
た
。
関
東
軍
は
事
変
開
始
翌
日
に
は
南
満
州
の
主
要
都
市
を
占
領
し
た
。

　

若
槻
内
閣
は
朝
鮮
軍
の
独
断
越
境
に
驚
い
た
が
、
容
認
姿
勢
と
な
っ
た
宇
垣
派
陸
軍
首
脳
と
の
信
頼
関

係
の
継
続
を
重
視
し
、
結
局
そ
れ
を
認
め
た
。
明
治
憲
法
下
で
は
内
閣
は
軍
に
対
す
る
指
揮
命
令
権
を
も

た
ず
、
関
東
軍
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
に
は
、
宇
垣
派
陸
軍
首
脳
と
の
連
繋
が
不
可
欠
だ
と
考
え
て
い
た

か
ら
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
後
、
関
東
軍
は
、
現
地
の
中
華
民
国
地
方
政
府
（
張
学
良
政
府
）
を
否
定
し
て
、

独
立
新
政
権
樹
立
の
動
き
を
示
し
た
。
そ
れ
を
永
田
ら
一
夕
会
系
幕
僚
が
支
持
す
る
と
、
彼
ら
の
強
い
圧

力
を
受
け
た
陸
軍
首
脳
は
そ
れ
も
容
認
し
た
。
当
初
新
政
権
樹
立
に
反
対
し
て
い
た
若
槻
内
閣
も
、
朝
鮮

軍
の
無
断
越
境
時
と
同
様
、
結
局
陸
軍
首
脳
の
判
断
を
容
認
し
た
。

　

た
だ
、
こ
の
時
の
独
立
新
政
権
は
、
後
の
満
州
国
と
は
異
な
り
、
中
国
の
主
権
を
前
提
と
し
た
自
治
的

な
独
立
政
権
だ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
若
槻
内
閣
は
、
独
立
新
政
権
が
、
ワ
シ
ン
ト
ン
体
制
（
中
国
の
領
土
保

0

0

0

全0

を
定
め
た
九
ヵ
国
条
約
を
含
む
）
が
許
容
し
う
る
ギ
リ
ギ
リ
の
ラ
イ
ン
だ
と
考
え
て
い
た
。

　

こ
の
こ
ろ
宇
垣
派
陸
軍
中
央
首
脳
部
も
、
武
力
行
使
が
始
ま
っ
た
以
上
、
一
時
的
な
南
満
州
占
領
、
親

日
的
独
立
自
治
政
権
の
樹
立
（
中
国
主
権
を
前
提
）
ま
で
は
、
や
む
を
え
な
い
と
判
断
し
て
い
た
。
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だ
が
、
若
槻
内
閣
や
宇
垣
派
陸
軍
首
脳
（
南
陸
相
・
金
谷
参
謀
総
長
）
が
、
関
東
軍
や
永
田
ら
一
夕
会
系
中

堅
幕
僚
に
引
き
ず
ら
れ
た
の
は
こ
こ
ま
で
だ
っ
た
。
一
一
月
に
入
っ
て
、
関
東
軍
は
北
部
満
州
（
北
満
）
の

黒
竜
江
省
都
チ
チ
ハ
ル
へ
の
進
撃
を
企
図
し
た
。
だ
が
、
ソ
連
と
の
衝
突
を
危
惧
す
る
軍
中
央
首
脳
部
は
、

こ
れ
を
阻
止
す
べ
く
、
臨
時
参
謀
総
長
委
任
命
令
（
臨
参
委
命
）
を
発
動
し
た
。

　

本
来
、
出
先
の
軍
司
令
官
は
天
皇
に
直
属
し
て
お
り
、
参
謀
総
長
と
い
え
ど
も
関
東
軍
司
令
官
を
直
接

指
揮
命
令
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
臨
参
委
命
と
は
、
参
謀
総
長
が
出
先
の
軍
司
令
官
を
直
接
指
揮

命
令
で
き
る
権
限
を
天
皇
か
ら
委
任
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
り
関
東
軍
司
令
官
は
参
謀
総
長
の
指
揮

下
に
入
っ
た
。
こ
れ
は
、
関
東
軍
ら
出
先
機
関
へ
の
陸
軍
中
央
の
統
制
力
を
強
化
す
る
た
め
の
処
置
だ
っ

た
。
北
満
は
旧
ロ
シ
ア
の
勢
力
圏
で
、
な
お
中
東
鉄
道
な
ど
ソ
連
の
権
益
が
存
続
し
て
い
た
。
若
槻
内
閣

も
、
国
際
的
な
考
慮
か
ら
、
関
東
軍
の
動
き
を
止
め
る
よ
う
南
陸
相
や
金
谷
参
謀
総
長
に
強
く
求
め
た
。

南
陸
相
・
金
谷
参
謀
長
は
、
こ
の
臨
参
委
命
に
よ
っ
て
関
東
軍
の
チ
チ
ハ
ル
占
領
を
阻
止
し
た
。
関
東
軍

は
、
中
国
側
の
馬
占
山
軍
と
の
戦
闘
経
過
の
な
か
で
一
時
チ
チ
ハ
ル
に
侵
入
す
る
が
、
陸
軍
中
央
か
ら
の

命
令
に
よ
っ
て
す
く
に
撤
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
ま
た
陸
軍
中
央
は
、
同
様
に
関
東
軍
の
北
満
ハ
ル
ビ

ン
出
兵
要
請
も
認
め
な
か
っ
た
。

　

だ
が
関
東
軍
は
チ
チ
ハ
ル
占
領
断
念
後
、
方
向
転
換
し
、
さ
ら
に
張
学
良
政
権
の
あ
る
錦
州
に
進
撃
し
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よ
う
と
し
た
。
陸
軍
中
央
は
、
こ
の
関
東
軍
の
動
き
も
臨
参
委
命
に
よ
っ
て
押
し
と
ど
め
た
。
錦
州
は
イ

ギ
リ
ス
権
益
の
関
与
す
る
北
京
・
奉
天
間
鉄
道
（
京
奉
線
）
の
沿
線
に
位
置
し
た
。

　

関
東
軍
の
錦
州
侵
攻
に
つ
い
て
も
、
若
槻
内
閣
は
南
や
金
谷
に
、
そ
の
阻
止
を
強
く
要
請
し
て
い
た
。

　

実
は
こ
の
時
、
こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た
レ
ベ
ル
で
の
、
陸
軍
中
央
首
脳
部
と
一
夕
会
系
中
堅
幕
僚
層
の

意
見
の
相
違
が
表
面
化
す
る
。
陸
軍
中
央
の
な
か
で
、
南
・
金
谷
の
み
な
ら
ず
、
杉
山
元
陸
軍
次
官
や
二

宮
波
治
重
参
謀
次
長
、
小
磯
国
昭
軍
務
局
長
、
建
川
美
次
作
戦
部
長
も
、
チ
チ
ハ
ル
・
錦
州
占
領
に
は
強

く
反
対
し
た
。
彼
ら
は
す
べ
て
宇
垣
派
で
、
対
ソ
・
対
英
考
慮
か
ら
だ
っ
た
。
彼
ら
陸
軍
首
脳
部
は
、
関

東
軍
司
令
官
以
下
主
要
幕
僚
の
更
迭
も
辞
さ
ず
と
の
強
い
姿
勢
を
示
し
た
。
陸
軍
中
央
首
脳
部
の
断
固
た

る
姿
勢
に
、
関
東
軍
は
や
む
な
く
チ
チ
ハ
ル
進
撃
、
錦
州
攻
撃
を
断
念
し
た
の
で
あ
る
。

　

だ
が
、
永
田
ら
一
夕
会
系
中
央
幕
僚
た
ち
は
基
本
的
に
関
東
軍
の
動
き
を
支
持
し
て
お
り
、
当
初
か
ら

北
満
を
ふ
く
め
た
全
満
州
の
事
実
上
の
支
配
を
考
え
て
い
た
。
ま
た
、
張
学
良
政
権
の
覆
滅
は
当
然
の
こ

と
で
、
し
た
が
っ
て
錦
州
攻
撃
も
容
認
さ
る
べ
き
と
の
姿
勢
だ
っ
た
。

　

南
満
軍
事
占
領
と
新
政
権
樹
立
ま
で
は
、
永
田
ら
一
夕
会
系
中
央
幕
僚
た
ち
は
、
建
川
・
小
磯
ら
宇
垣

派
中
央
幕
僚
上
層
の
一
部
を
巻
き
込
み
、
つ
い
に
は
南
・
金
谷
も
動
か
し
事
態
を
推
し
進
め
て
き
た
。
だ

が
、
永
田
ら
一
夕
会
系
中
央
幕
僚
も
、
北
満
チ
チ
ハ
ル
占
領
や
錦
州
侵
攻
の
問
題
で
は
、
陸
軍
首
脳
部
を
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動
か
せ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
点
で
、
関
東
軍
や
一
夕
会
系
中
央
幕
僚
は
、
動
き
が
取
れ
な
い
状

態
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
石
原
ら
関
東
軍
は
、
前
述
の
よ
う
に
独
立
新
政
権
の
樹
立
（
中
国
主
権
下
で
の
）
を
主
張
し
て
い

た
が
、
そ
の
後
、
日
本
の
実
権
掌
握
下
で
の
独
立
国
家
の
建
設
（
中
国
の
主
権
を
否
定
）
を
策
す
る
よ
う
に
な

る
。
こ
れ
は
元
来
石
原
ら
が
考
え
て
い
た
満
蒙
領
有
の
一
つ
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
だ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、

関
東
軍
は
、
陸
軍
中
央
か
ら
認
め
ら
れ
て
い
た
新
政
権
樹
立
の
工
作
を
続
け
な
が
ら
、
独
立
国
家
（
の
ち
の

満
州
国
）
建
設
の
準
備
を
進
め
た
。
永
田
ら
陸
軍
中
央
の
一
夕
会
メ
ン
バ
ー
も
、
関
東
軍
の
独
立
国
家
建
設

方
針
を
容
認
し
て
い
た
。

　

だ
が
、
南
・
金
谷
ら
陸
軍
中
央
首
脳
部
は
、
関
東
軍
の
独
立
国
家
建
設
方
針
を
認
め
ず
、
こ
の
面
で
も

関
東
軍
や
一
夕
会
系
中
央
幕
僚
は
、
そ
れ
以
上
事
態
を
進
め
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
と
な
っ
て
い
く
。

　

一
般
に
は
、
陸
軍
中
央
や
内
閣
は
、
関
東
軍
に
ひ
き
ず
ら
れ
、
な
す
す
べ
な
く
既
成
事
実
を
認
め
さ
せ

ら
れ
た
と
思
わ
れ
が
ち
だ
が
、
彼
ら
は
一
旦
は
関
東
軍
を
抑
え
込
ん
だ
の
で
あ
る
。

４　

陸
軍
に
お
け
る
権
力
転
換
―
―
一
夕
会
の
権
力
掌
握

　

だ
が
、
こ
の
よ
う
な
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
な
局
面
で
、
一
九
三
一
年
（
昭
和
六
年
）
一
二
月
一
一
日
、
若
槻
内
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閣
が
突
然
閣
内
不
統
一
に
よ
っ
て
総
辞
職
す
る
。
若
槻
内
閣
と
南
陸
相
以
下
宇
垣
派
首
脳
部
に
よ
っ
て
抑

え
込
ま
れ
て
い
た
、
関
東
軍
や
一
夕
会
系
幕
僚
に
と
っ
て
は
絶
妙
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ
っ
た
。

　

同
年
一
二
月
一
三
日
、
元
老
時
西
園
寺
ら
の
奏
薦
に
よ
っ
て
犬
養
毅
政
友
会
内
閣
が
成
立
。
一
夕
会
が

擁
立
し
よ
う
と
し
た
三
将
官
の
一
人
荒
木
貞
夫
教
育
総
監
部
本
部
長
が
陸
軍
大
臣
と
な
っ
た
。

　

こ
れ
は
永
田
ら
一
夕
会
が
、
政
友
会
有
力
者
の
小
川
平
吉
や
森
恪
な
ど
へ
の
政
治
工
作
を
通
じ
て
、
犬

養
首
相
に
強
力
に
働
き
か
け
た
結
果
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
荒
木
の
陸
相
就
任
は
重
要
な
政
治
的
意
味
を
も
っ
て
い
た
。
荒
木
は
陸
相
に
就
任
す
る
や
、
皇
族

の
閑か

ん

院い
ん

宮み
や

載こ
と

仁ひ
と

親
王
を
参
謀
総
長
に
す
え
る
と
と
も
に
、
台
湾
軍
司
令
官
の
真
崎
甚
三
郎
を
参
謀
次
長
に

お
き
、
以
後
真
崎
が
参
謀
本
部
の
実
権
を
に
ぎ
る
こ
と
と
な
る
。
真
崎
も
ま
た
一
夕
会
が
推
す
三
将
官
の

一
人
で
あ
っ
た
。
荒
木
・
真
崎
は
、
二
月
に
は
、
軍
務
局
長
に
山
岡
重
厚
を
、
作
戦
課
長
に
小
畑
敏
四
郎

を
任
命
。
四
月
、
永
田
が
情
報
部
長
、
山
下
奉
文
が
軍
事
課
長
に
就
任
。
小
畑
が
在
任
わ
ず
か
二
ヶ
月
で

運
輸
通
信
部
長
に
転
じ
、
後
任
の
作
戦
課
長
に
は
鈴
木
率
道
が
つ
く
。
彼
等
は
す
べ
て
一
夕
会
員
だ
っ
た
。

そ
し
て
、
南
、
金
谷
の
み
な
ら
ず
、
宇
垣
派
の
杉
山
、
二
宮
、
建
川
、
小
磯
ら
も
中
央
か
ら
追
わ
れ
、
宇

垣
派
は
、
す
べ
て
陸
軍
中
央
要
職
か
ら
排
除
さ
れ
た
。

　

陸
軍
に
お
け
る
権
力
転
換
が
お
こ
な
わ
れ
、
一
夕
会
系
幕
僚
と
彼
ら
の
推
す
荒
木
・
真
崎
が
陸
軍
の
実
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権
を
掌
握
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

一
方
、
荒
木
陸
相
就
任
直
後
、
一
夕
会
系
幕
僚
主
導
で
、「
満
蒙
（
北
満
を
含
む
）」
は
、
独
立
新
政
権
下

よ
り
「
逐
次
帝
国
の
保
護
的
国
家
に
誘
導
す
」
と
の
陸
軍
「
時
局
処
理
要
綱
案
」
が
作
成
さ
れ
た
。
陸
軍

中
央
で
公
式
に
満
蒙
独
立
国
家
建
設
が
具
体
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
の
ぼ
っ
た
の
で
あ
る
。
中
国
主
権
下
で
の

新
政
権
樹
立
か
ら
独
立
国
家
建
設
へ
、
陸
軍
満
蒙
政
策
の
大
き
な
変
化
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
陸
軍
「
時
局
処
理
要
綱
案
」
の
満
蒙
政
策
方
針
を
基
本
に
、
陸
軍
省
・
海
軍
省
・
外
務
省
関
係
課

長
に
よ
る
三
省
協
定
案
が
策
定
さ
れ
た
（
陸
軍
側
は
永
田
軍
事
課
長
）。
そ
し
て
、
一
九
三
二
年
（
昭
和
七
年
）

三
月
一
二
日
、
犬
養
内
閣
は
、「
満
蒙
問
題
処
理
方
針
要
綱
」
を
閣
議
決
定
し
た
。
そ
こ
で
は
、
三
省
協
定

案
を
も
と
に
、「
満
蒙
」
は
、
独
立
政
権
の
統
治
支
配
領
域
と
な
っ
て
い
る
現
状
に
鑑
み
、「
逐
次
一
国
家

た
る
の
実
質
を
具
有
す
る
様
こ
れ
を
誘
導
す
」
と
さ
れ
た
。
独
立
国
家
建
設
方
針
が
内
閣
の
正
式
承
認
を

え
た
の
で
あ
る
。
す
で
に
三
月
一
日
、
満
州
国
建
国
宣
言
は
、
関
東
軍
主
導
の
も
と
前
黒
竜
江
省
長
張
景

恵
を
委
員
長
と
す
る
東
北
行
政
委
員
会
に
よ
っ
て
発
せ
ら
れ
て
い
た
。

　

さ
て
、
荒
木
陸
相
・
真
崎
参
謀
次
長
下
の
陸
軍
中
央
は
、
本
土
・
朝
鮮
よ
り
満
州
に
兵
力
を
増
派
。
関

東
軍
は
、
陸
軍
中
央
の
承
認
の
も
と
に
錦
州
を
攻
撃
・
占
領
し
た
。
さ
ら
に
関
東
軍
は
同
様
に
北
満
の
中

心
都
市
ハ
ル
ビ
ン
を
攻
撃
・
占
領
し
た
。
ま
た
、
北
満
の
要
衝
チ
チ
ハ
ル
も
長
期
占
領
の
態
勢
と
な
っ
た
。
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こ
こ
に
日
本
軍
は
、
南
北
満
州
の
主
要
都
市
を
ほ
と
ん
ど
そ
の
支
配
下
に
お
く
こ
と
と
な
っ
た
。
事
変
開

始
か
ら
四
ヶ
月
半
で
あ
っ
た
（
川
田
『
昭
和
陸
軍
全
史
・
第
一
巻
』
九
〇
―
二
五
四
頁
）。

　

関
東
軍
の
軍
事
行
動
に
対
し
て
、
中
国
国
民
政
府
は
国
際
連
盟
に
提
訴
。
連
盟
理
事
会
は
現
地
へ
の
調

査
団
派
遣
を
決
定
し
、
一
九
三
二
年
（
昭
和
七
年
）
二
月
、
リ
ッ
ト
ン
調
査
団
が
来
日
し
た
。
ま
た
、
ア
メ

リ
カ
の
ス
テ
ィ
ム
ソ
ン
国
務
長
官
（
フ
ー
バ
ー
共
和
党
政
権
）
は
、
一
月
、
満
州
に
関
し
て
中
国
の
領
土
保
全

や
不
戦
条
約
に
反
す
る
よ
う
な
事
態
は
一
切
認
め
な
い
と
す
る
、
い
わ
ゆ
る
不
承
認
宣
言
（
ス
テ
ィ
ム
ソ
ン
・

ド
ク
ト
リ
ン
）
を
発
表
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
な
か
で
満
州
国
建
国
宣
言
が
な
さ
れ
、
閣
議
決
定
「
満
蒙
問
題
処
理
方
針
要
綱
」
に
よ
っ

て
、
満
州
事
変
は
一
つ
の
区
切
り
を
迎
え
る
の
で
あ
る
。
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献
》

永
田
鉄
山
刊
行
会
編
（
一
九
七
二
年
）『
秘
録
永
田
鉄
山
』
芙
蓉
書
房

川
田
稔
（
二
〇
一
四
年
）『
昭
和
陸
軍
全
史
・
第
一
巻
』、
講
談
社

川
田
稔
（
二
〇
一
六
年
）『
石
原
莞
爾
の
世
界
戦
略
構
想
』
祥
伝
社

川
田
稔
編
（
二
〇
一
七
年
）『
永
田
鉄
山
の
軍
事
戦
略
構
想
』
講
談
社


